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研究成果の概要（和文）：本研究においては、遺伝子的にリスク態度に特徴を有する欧米人とアジア人を対象と
して、この要因がリスク態度に影響を与えるか、また与える場合に金融取引においてどのような特性を有するか
を明らかにすることを目的としている。研究においては日本とイギリスの大学で同じ実験を行う手法を採用して
いる。実験によりリスク態度、資産選択行動を調査し、遺伝子情報と実験の結果を組み合わせることで、当初に
設定した研究課題を明らかにする計画であった。理論研究、実験のモデルまでは策定できたが、コロナ感染症の
蔓延の影響で実験の実施までは至らなかった。

研究成果の概要（英文）：In this study, it is pointed out that certain genetics affect risk 
attitudes. The aim of this study is to clarify whether this factor affects risk attitudes among 
Westerners and Asians, and if so, what characteristics it has in financial transactions. In our 
research, we use the same method of conducting experiments at Japan and British universities. The 
plan was to investigate risk attitudes and asset selection behaviors through experiments, and to 
clarify the research topics initially set by combining genetic information and experimental results.
 Although we were able to formulate theoretical research and experimental models, we were unable to 
conduct experiments due to the spread of corona infections. 

研究分野：国際金融論

キーワード： セロトニントランスポーター遺伝子　リスク態度　オンライン実験　国際比較研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
社会科学の分野と生命科学の分野の知見を組み合わせることで、新しい分析のフレームワークを提示することが
できた。リスク態度という個人の特性に生命科学の知見を組み合わせることで、経済学やファイナンス領域の重
要な行動様式であるリスク態度の外生的決定要因を分析に追加することができた。この成果によって、日本やア
ジアの金融市場のボラティリティの特性を分析するための基礎的な知見を明らかにすることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
本研究の背景は以下のとおりにまとめられる。集団行動バイアスを有するディーラーが生み
出す取引価格流列に存在する変動特性を、実験並びに人工市場を用いて検証してきた。そこでは
その集団行動バイアスが均衡に至るプロセスや時間に影響する可能性が示唆された。この研究
過程で、生物学的因子（テストステロン）がディーラーの投資行動に与える影響、生物学的因子
とリスク評価におけるバイアスの関係をフォローしてきた。一方、情動の個人差に関する研究で
は、セロトニントランスポーター遺伝子・OXTR遺伝子が情動、とりわけ不安・恐怖の個人差に
影響を与えること、これら遺伝子分布の地域差が、地域の文化的風土形成に寄与している可能性
がこれまでに指摘されている。これらの知見を統合し、『環境・生物学的因子とその相互作用が、
意思決定行動を規定する』という本研究の中心仮説を着想するに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究においては、リスク評価に基づく意思決定バイアスの資産などの選択行動に与える影
響を、遺伝子というバイタル情報、教育などの文化の違い、また国際比較によって国のよる違い
などがどのように影響を与えるか、国際比較実験により検証することを目的としていた。具体的
には情動反応に関与する環境・生物学的因子が、意思決定（投資の意思決定）の個人差を生み出
すメカニズムの全体像を明らかにする。上記の未解明点①を実証的に検証するため、国際共同研
究により、環境・生物学的因子が意思決定に関与する情報処理プロセスに与える影響を、両因子
間の相互作用を含めて包括的に解明する。さらに、未解明点②を明らかにするため、青年期に東
洋から西洋、あるいは西洋から東洋に文化圏をまたいで移住・留学した人 （々それぞれのビジネ
ススクールに在籍する留学生）を対象としたデータ収集を実施する計画としていた。 
 
３．研究の方法 
以下では具体的に研究内容について詳述する。行動経済学の分野では、ヒトは経済学的課題に関
する意思決定（以下意思決定）において、しばしば、「非合理的な」意思決定バイアスを呈する
ことが報告されている。例えば、最後通牒ゲームを用いて、金銭的報酬の分配に不公平性がある
場合、利得的には損であるにも関わらず、あえて報酬の受け取りを拒否する行動がみられること
が繰り返し報告されている。 
 経済行動において「非合理的」に意思決定を行う原因は、報酬獲得確率の主観的見積もりの歪
みなどの認知バイアスの影響とする研究が多かった。一方、合理性を前提とした意思決定・選択
行動においても、「情動」が大きな役割を果たす可能性が指摘され始めた。Fenton-O’Creevy et 
al、Lerner et al, は一連の研究で、質問紙尺度を用いた情動評価に基づき、情動がリスク評価
に与える影響、及び、情動制御と投資成果の関連性を分析している。 
基本 5情動（幸福、怒り、悲しみ、恐怖、嫌悪）を生み出す神経科学的メカニズムは、人類が進
化的に獲得してきたとされている。進化心理学分野では、基本 5情動は様々な民族・文化圏で普
遍的に観察されることが報告されている。一方、情動を感じる強度・頻度や、各情動を感じる文
脈には個人差がある。情動反応の個人差は因子① 環境的因子と因子② 生物学的因子から惹起
されるものとされている。これまでの研究から、ヒト情動反応、とりわけ恐怖・不安感の個人差
を規定する① 環境的因子・② 生物学的因子に関して、以下の知見が明らかにされている。 
【因子①：情動反応の個人差を生み出す環境的因子】 
 個人主義的な西洋文化圏の人々に比べ、集団主義的傾向が強い東洋文化圏の人々は、他者とは
異なる独自の意思決定を行うことに不安を感じやすい。また、地縁・血縁的結びつきが強く、ソ
ーシャルサポートを得やすい社会ネットワークを構築している人々は、様々な状況下で不安を
感じにくいことが報告されている。 
【因子②：情動反応の個人差を生み出す生物学的因子】 
 ヒト脳活動に影響を与えるセロトニントランスポーター遺伝子・オキシトシン受容体遺伝子
には個人差があり、セロトニントランスポーター遺伝子多型 5-HTTLPR（以下セロトニントラン
スポーター遺伝子と表記）の ss 型、及び、オキシトシン遺伝子多型（以下、OXTR遺伝子と表記）
の AA 型を保有する人は不安感が強いことが明らかにされている。 
先行研究から（i）情動反応が経済学的意思決定行動に影響を与える、(ii) 文化・社会環境と遺
伝子多型により人々の情動反応（リスクに対する恐怖・不安感）の個人差が形成されることが明
らかにされつつある。これらを踏まえると、意思決定（本研究では投資行動を対象とする）に関
与する情報処理プロセス（リスク認知、リスク選好、集団同調性）の個人差が恐怖・不安感に関
連する環境・生物学的因子により説明される可能性が考えられる。近年の研究では、この仮説を
支持する知見が散発的に報告されている。しかし、現時点では以下の点が明らかにされていない
ため、情動反応を介して、環境・生物学的因子により意思決定行動の個人差が生み出されるメカ
ニズムの全体像が明らかにされたとは言い難い。 
以下に、いまだに解明されていない点をまとめる。第一に、セロトニン遺伝子多型 ss 型・OXTR
遺伝子多型 AA 型はともに、社会・文化的環境への適応性を高める可能性が指摘されている。OXTR
多型 GG 型のヒトは AA 型のヒトに比べ個人主義的傾向が強く、また社会環境の観点からは西洋
文化圏では個人主義的傾向が、東洋文化圏では集団主義的傾向が高まることが示されている。か
くて、情動反応や意思決定行動の個人差が環境的因子と生物学的因子の相互作用により惹起さ
れる可能性が予見されるが、現時点でこの点に関する実証的研究は存在しない。 



 第二に、ヒト神経系は高度な可塑性を備えているため、一定期間の異文化接触を通じて後天的
に心理・行動傾向が変容することが知られている。かくて、意思決定における情報処理プロセス
も、異文化接触経験を経て可塑的に変化する可能性が考えられるが、この点に関する実証的研究
は存在しない。 
本研究の中核的テーマは、意思決定という高次のヒト精神活動の個人差を生み出す環境・生物学
的因子の解明である。人間行動に影響を与える環境的因子を論じるうえで、文化・社会的環境の
影響を避けて通ることは出来ない。また、研究分担者・土居の成果を含む近年の研究から、生物
学的因子の人間行動に対する影響も、文化・社会環境との相互作用を通じて発現することが明ら
かにされつつある。したがって、本研究の中核的仮説の実証的検証を行うには、西洋・東洋にま
たがる複数の国々の文化・社会熟知した現地研究者、ならびに東洋・西洋文化圏の出身で、かつ
他の文化圏に居住する被験者が参加する国際共同研究体制が必要不可欠である（必要性）。これ
までの科学研究費補助金の助成により構築してきた国際共同研究ネットワークを活用し、将来
は、意思決定行動のみならず、より多様な人間の意思決定行動に対する文化・社会環境の影響解
明に取り組む。申請者らが見据えるこの将来的な研究プロジェクトは、異なる文化圏の人々の相
互理解を促進する学術的知見の蓄積、我が国の一層のグローバル化推進につながるため、学術
的・社会的に大きな意義があるものと考えていた。 
 
４．研究成果 
本研究は、被験者（大学院生を予定）による国際比較実験により仮説を検証する計画であった。
実験は、日本（長崎大学）、イギリス（ポーツマス大学）、そして中国（西南財経大学）の経済学
部（ビジネススクール）において実施する予定であり、教員間のネットワーク、日本語および英
語の実験、また当初は対面を計画していたが、コロナ感染症の蔓延により、オンラインでの実施
を念頭に置いたオンライン実験システムを構築した。しかしながら、実験の実施に際しては、そ
の有効性も考慮すると、被験者を一堂に会した形式で実施することが必要とされ、この間、海外
で同じ条件で実験を実施する環境が整っていなかったために、国際比較実験の実施には至らな
かった。 
学生のリスク態度と就職の際の企業選択、という課題では、リスク態度が就職する場所（地元
であるか大都市であるか）の選択には有意に影響する、という、本研究とは異なるフレームワー
クでの成果は得られたが、本研究の当初の目的は達成することができなかった。オンライン実験
システムは完成しており、国際共同研究のネットワークも完成していることから、引き続き、こ
のテーマに沿った研究を続けることとしている。 
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 ４．発表年
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